
自己免疫性膵炎とは 
 

 

 

免疫の異常により、自身の膵臓を攻撃す

る細胞が出現することにより、膵臓に慢性

的な炎症を来す病気です。以前は「膵ぞう

癌」と区別がつかず手術されることもしば

しばありました。 
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高齢者に多く、発症年齢では 60 代にピ

ークがみられます。男女比は５対１で男性

に多い疾患です。 

 

            

 

 

 

 

 



 

膵ぞう以外に胆管、唾液腺、後腹膜、肺、

腎臓などにも炎症性病変を来すことが知

られています。 

 

 

yomiDr.（ヨミドクター）yomidr.yomiuri.co.jp より引用 
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 膵臓が炎症により腫大するため、膵内を走行す

る胆管が押しつぶされて胆汁が流れなくなりま

す。このために黄疸を初発症状とする例が約６割

となっています。腹痛はたいていの場合軽く、腹

痛を伴わないこともあります。糖尿病の悪化が発

症を契機として診断される場合もあります。また、

３割程度に体重減少がみられます。 
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 超音波検査やＣＴで膵臓の全体的あるいは部

分的な腫大が認められます。膵内を走行する膵管

の狭細は特徴的な所見で、磁気共鳴膵胆管造影

(ＭＲＣＰ)を行い評価します。 

 

           

 

 

 血液検査では、IgＧ４高値(１３５mgdl 以上) 

が９割近い症例で認められます。 

 

            

 



 

膵の生検（組織採取）では、リンパ球や形質細

胞の浸潤が特徴的です。 

 

      
 

 

自己免疫性膵炎にはステロイドが大変有効で、

ステロイドが著効すれば、自己免疫性膵炎と診断

することもできます。 

            
 



        

------------------------- 補 足 ------------------------- 

 
            


